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新学校生活の創造に向けて 
櫻井 弘 

 令和２年３月から学校の臨時休校が始まり、４月には緊急事態宣言が出され５月末日まで休校が
延長されました。そして、６月１日から２週間は分散登校（各クラスの約半数）で何とか登校が始
まり、６月１５日からは給食開始、翌週２２日からは６時間授業、部活動も段階的に再開となりま
した。例年とは全く違う学校生活で、生徒も保護者の皆様も教職員も不安の中でのスタートとなり
ました。普段の生活では、毎日の健康チェック、マスクの着用、手洗い・消毒・換気の実施、ソー
シャルディスタンスへの意識、授業での話し合い活動の自粛、給食の食べ方の変更、音楽、家庭、
体育など実技教科での授業内容変更や見合わせなどがありました。行事では、体育祭の延期、宿泊
行事の中止、合唱コンクールの延期、校外学習の延期など、部活動では、３年生の夏の大会やコン
クールも中止されました。９月以降、まだまだ制限はある中ですが、感染拡大防止対策いわゆる新
しい生活様式の中で、リモートの活用なども始まり、通常に近い活動を実施することができ始めて
きました。しかし、１１月に入り第３波と言われている感染状況の悪化が顕著になり、再び気持ち
を引き締めている現状です。 
 学習内容でも、授業方法など今まで積み上げ成果を上げてきた方法や取組、体験活動などの見直
しを迫られています。例えば、現在は朝礼や全校規模の集会を、オンラインや放送で行っています。
集会を行うということについてはオンラインや放送でできるのですが、集会などの場は、後輩（２・
１年生）が先輩（３年生）の姿や態度から学ぶ大事な機会であるという意味合いが薄くなってしま
っています。３年生が石中での生活で学んだ成果を、後輩に伝えることで伝統が引き継がれていく
と思います。どのように改善していけばそれが可能なるのか、今後も検討していかなければなりま
せん。学校は将来社会に出た時に必要な様々な力（スキル）を身に付ける場です。個人で身に付け
るべき力は十分に身に付けてきていると思いますが、集団での取り組みや体験活動の中で身に付け
る力も大切にしていきたいと考えています。このことは、１０月下旬から行っている３年生の面接
練習でも明らかになっています。面接の質問で「３年間で思い出に残っていることや頑張ったこと
はどんなことですか」との質問に、ほとんどの人が、行事や部活動を挙げ、その理由として「仲間
と協力して楽しかった」「最初は大変だったけどみんなで協力して良い結果に結びついた」など、
「みんなで」「仲間と」という言葉が出てきて、良い体験をしているんだなととても嬉しくなりま
す。 
以前にもお伝えしましたが、文部科学省の GIGA 

(Global and Innovation Gateway for All）スクール構想 
がコロナ禍により前倒しになり、練馬区でも今年度中に生 
徒一人１台のタブレット型パソコン（導入機種は Chrome 
 bookの予定）が配備されます。そして、Society5.0 
【サイバー空間（仮想空間）とフィジカル空間（現実空 
間）を高度に融合させたシステムにより、経済発達と社会的課題の解決を両立する人間中心の社会】
といわれている社会に対応する人材を育成するために、EdTech(Education Technology)と言われる、
ＩＴ技術での教育改革が進められていきます。昨年度各教室に設置されたＩＣＴ機器（パソコン・
プロジェクター・書画カメラ）を活用している授業は多くなり、学習内容の理解・定着に役立って
いると思います。今度はそこに一人１台のタブレットパソコンが導入されます。どう使っていけば
効果的なのか、教科によっても、取り組んでいる課題によっても違ってくると思います。現在、タ
ブレットパソコンでできること、そのことをどう使うのが効果的かなどについて研修を進めていま
す。 
 今年度現状の確認ということで、１２月には、保護者の皆様・生徒に「学校評価アンケート」、
生徒に「授業評価アンケート」・「体罰に関するアンケート（近日実施予定）」、１１月のふれあい月
間では生徒に「いじめに関するアンケート」を行いました。令和３年１月以降は、コロナへの対応、
新学習指導要領の実施に向けて、新しい道具の有効活用など課題の解決に向けて、新しく対策を考
え出し、場合によっては新たな学校生活を創造していかなければなりません。今後も先の見えない
不安を感じながらの生活が続くかもしれませんが、生徒の「希望」「やる気」「健康」「主体性」を
大切にする石神井中であり、生徒が楽しく生活できる学校でありたいと思います。そのためには、
保護者の皆様、地域の皆様のご協力は欠かせません。４月からのご支援・ご協力に感謝申し上げる
とともに、令和３年も皆様とスクラムを組み「チーム石神井」で、生徒・地域の子供たちの健やか
な成長ために、さらなるご支援・ご協力をお願い申し上げます。 
年末に向けお忙しい時期とは存じますが、健康にご留意されてお過ごしください。また、来る令

石 神 井 中 だ よ り 



和３年が皆様にとって良い年となるよう祈念いたします。 


